
Unit DesignV4の新コマンド、変更内容 

※新カタログ(No.10)で新たに掲載したSF/GFシリーズの商品を追加しています。(一部対応外) 
１．フレームへのコネクタの取付方 

   

       Ｖ４以前                 Ｖ４ 

今まで個別にコネクタをフレームに取りつけるとき、汎用接合 を使用し取り付けでしたが、 

「コネクタ追加」 コマンドを使用し、端面を選択し、コネクタの種類を選ぶだけで接合 

できるようになりました。 

側面を触れば、側面に取り付け可能な部品全て取りつけることが出来ます。 

 

２．ＧＦフレームキャップもキャップ取付   コマンドを使用しワンクリックで 

  取付可能になりました。 

 

３．コロコンコマンド の内容が変わりました。 

    

          以前↑                    現在↑ 

標準ﾀｲﾌﾟのコロコンだけでなく、エコノミータイプも使用可能。 

コロコンフックの最初と最後で種類を選べるようになりました。 

 

 



 

４．ＳＦのパネル取り付け時のボルトの長さ選択が自動になりました。 

     

         以前↑                   現在↑ 

  ＧＦと同様に、ボルトの長さは各々固定で種類だけを選ぶようになりました。 

 

 

 

５．各々の平面図を作成した後、グループ化が出来るようになりました。 

          

 中心にしたい面を一つ選択、画面上を右クリックし「グループ化し展開」を押すと右図のように 

 左右上下が最初に選択した図を中心に列を揃えることが出来ます。 

 

 



 

６．件名(顧客名)のフォントサイズを変更出来るようになりました。 

  通常は３です。 

 

 

 

７．図面に投影した時のパネル名の表記が下記のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  枠を選択すると中央に□が表示され、そこをつまみ移動 

  します。パネルの中央（引出線の●部）に重ねると 

  引出線が消えます。 

 

 

    取り込んだときの状態↑ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  また、パネルと同じ向きに表示したい場合は、向きを変えたい注記を選択した後、右クリックし 

  「パネル名・トビラ名のスラントON/OF」を押します。 



 

８．ボードホルダＦのフレーム長下限値を設定しました。 

  １００㎜以下の取付は出来ません。 

 

９．パネルのItem化に伴い、パネルの表記の仕方を変更しました。 

  

不要な行を非表示することが出来ます。 

チェックを外すと、外した行を非表示出来ます。 

 

１０．パネルの「その他」欄を削除します。 

 

 

  標準のItem以外のパネルは取り込めません。あくまでも、標準品のみの作図となります。 

  標準品以外のパネルを御使用になりたい場合は御見積もり時に明記、 

  または各拠点営業へご相談下さい。(注：値引き対象外となる場合があります。) 


